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総合戦略

が国において

加速度的に進

小に伴って経

ため、人口減
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１０条で市町

定められまし
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総合計画（以
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全力で取組を

の進行を踏ま

定を受け、さ

を踏まえ、人

し、一体とな

総合戦略は、
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計画期間

総合戦略の計

 

だし、計画期

情勢の急速で

総合

略の位置
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進むものと予

経済力が低下

減少克服と経

て、平成２

町村におけ
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画期間を平成

以下「総合計

らめくまち」

を進めてい
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さらに平成７
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なって「座間
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の個別計画
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置づけ
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６（２０１

る「市町村ま
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計画」とい
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るところで
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服に向け、地

間市総合戦略

人口ビジョン

との整合を

年間の取組

、平成２７

いても必要に

化や市民の
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略の趣

８）年から人

います。この

ては日本経

社会の課題に

４）年に「ま

まち・ひと

０１１）～

う。）」にお

つの将来目標

す。総合計画

組み入れてい

６０）年まで

地域社会で暮
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についてま
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対応できるよ
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競争力が低下

方創生に一体
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生総合戦略
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総合戦略が
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の実現を目

少や少子高

と創生法」

の推計及び

の役割りを

するもので

展望の実現

的ビジョン」
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います。 

形が、多様

水道水の約

【本

相模湾

海海

座座

東名高速道路

相模原市

地

相模川河

鳩川

2 

現状

豊かなまち

東西５．３

を有してお

位置してい

ます。市域の

ます。そし

西側を流れ

な自然環境

８５パーセ

【本市の位置

本市の地勢

厚木市厚木市

海老名市海老名市

間市間市

ＪＲ相模線

河岸段丘面

座間丘

（特

  

キロメート

り、東京都心

います。 
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総

浜
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２ 道路交通  
 

幹線道路の整備が進み、鉄道交通に恵まれている 

国道２４６号（大和厚木バイパス）をはじめ、県道５１号（町田厚木）、県道４２号（藤沢座

間厚木）、県道５０号（座間大和）、県道４６号（相模原茅ヶ崎）によって広域的な幹線道路網

が形成されています。 

市西側には圏央道及び圏央厚木ＩＣが整備され、圏央道厚木ＰＡではスマートＩＣの設置が予

定されています。また、綾瀬市では、東名高速道路へのアクセスとして（仮称）綾瀬スマートＩ

Ｃの設置が進められています。 

県央地域に位置する本市は、都心方面へ小田急電鉄小田原線、横浜方面へ相模鉄道本線、さら

に、県域の南北方向へＪＲ相模線が伸び、鉄道交通に恵まれています。 

 

【広域的な幹線道路網及び鉄道の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：「座間市都市計画マスタープラン」 

 

 

 

 



第２章 本市の現状（特性） 
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３ 土地利用 
 

３つのゾーンと５種類の拠点から成る将来都市構造を目指す 

本市は、市域全域が都市計画区域であり、その内１，２５３ｈａ（７１．３％）が市街化区域

に指定され、県央地域内では２番目に市街化区域※率が高い都市です。 

平成２２（２０１０）年度に策定された「座間市都市計画マスタープラン」では、３つのゾー

ンと５種類の拠点から成る将来都市構造を目指しています。 
 

※市街化区域：すでに市街地を形成している区域及びおおむね１０年以内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき

区域のこと 

 

【将来都市構造図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：「座間市都市計画マスタープラン」
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４ 人口動態 
 

本市は若者世代に選ばれている  

平成１７（２００５）～２２（２０１０）年における性別・階級別の人口移動を見てみると、

平成１７（２００５）年に１０～１９歳だった世代が大幅に転入超過になっています。これは小

田急線沿線の大学に通う学生が下宿先として本市を選択していることなどが主な要因であると

考えられます。 

 

 

就職や転勤に伴う男性の流出・結婚等に伴う女性の流入、３０～４０歳代の流出 

男性は平成１７（２００５）年に２０～２９歳だった世代が大幅な転出超過になっています。

これは大学を卒業した学生が、就職を機に、都市部に流出していることが主な要因であると考え

られます。また、生産年齢人口（１５～６４歳）において転出の超過が見られます。 

女性は男性の示す傾向とは逆に、平成１７（２００５）年に２０～２９歳だった世代が転入超

過になっています。これは２０歳代後半～３０歳代前半にかけての子育て世代が多く本市に転入

してきているためと考えられます。 

 

        【平成１７（２００５）～２２（２０１０）年の性別及び年齢階級別人口移動グラフ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

                                                                                資料：「座間市人口ビジョン」 

 

 

 

 

小田急線沿線の大学に通う学生が下宿

先として本市を選択している。 

男性は就職、結婚、転勤等を機に他都市へ

流出。生産年齢人口の転出超過。 

女性は 20 歳代後半～30 歳代前

半の就職・結婚に伴う流入。 

男女ともに働き盛りの 30～40 歳代で転出超

過。マイホーム取得・転勤等に伴う流出か？ 
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じていま

近隣の

国勢調査

可能性が
 

※1 時間
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地域へと

 

 

 

 

 

 

 

※２ 滞在

 

当該地

当該
座間市に

滞在

・観光関連

２６（２０

として減少傾

ます。 

の海老名市、

査人口を上回

があります。

間別滞在人口率

市への観光

市区町村か

順に本市への

と重点的に

在人口誘導率：

市区町村名

域の滞在人口

該地域を出発し
に滞在した人口

人口誘導率（

連消費が近

１４）年に

傾向へと転

、大和市、厚

回っている）

。 

率：滞在人口

地域の滞在

 【各

光ＰＲが効

ら本市への来

の滞在人口

ＰＲを実施す

【本市にお

：「当該地域を

１００をかけ

海

口（人） ２６

して
口（人）

１

％）

隣市へと流

おける本市

じています

厚木市では休

）ことから、

（市区町村単位

在人口が国勢

各市の休日

果的 

来訪者数を

誘導率※２が

することで

おける滞在人

を出発して本市

けた数値 

海老名市 相

６６，３００

１，７００

４．４
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流出してい

市の休日の時

。その後、

休日の時間別

、本市の飲食

位で滞留時間

調査人口と比

の時間別滞

見ると、海

が多くなって

高い効果が

人口上位市区

市に滞在した人

相模原市南区

４８６，６００

１９，０００

３．９

いる可能性が

時間別滞在人

１３時まで減

別滞在人口率

食・観光関連

が２時間以上

べてどれだけ

滞在人口率の

資料：株式

海老名市、相

ています。観

が得られると

区町村の滞在

資料

人口（人）」か

区 大和市

４４４，９０

１３，４０

３．０

第２章

がある 

人口率※１の推

減少した後

率が１００

連消費が近隣

の人口）÷国

多いかを示し

の推移】 

式会社Ａｇｏｏ

模原市南区

観光ＰＲ等を

と考えられま

在人口誘導率

：株式会社Ａ

から当該地域の

市 厚

００ ４３１

００ ６，

１

章 本市の現

推移を見る

、２１時ま

％以上であ

隣市へと流

国政調査人口で

ている。 

ｏｐ「流動人口

区、大和市、

をする場合

ます。 

率】 

ｇｏｏｐ「流動

の滞在人口（人

木市

，３００ ７

８００

．６

現状（特性）

と、５時を

で増加に転

ある（各市の

出している

で表され、ある

 

口データ」 

 

厚木市、町

はこれらの

動人口データ」

人）を除して

町田市

７５４，８００

３，３００

０．４

 

転

の

町
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５ 産業 
 

生産用機械器具製造業の高い稼ぐ力と雇用力 

⑴ 稼ぐ力と雇用力 

本市の産業について「稼ぐ力（付加価値額）※」と「雇用力（従業員数）※」を用いて分析

します。産業大分類別に見ると、本市においては「製造業」の稼ぐ力が高く、雇用力について

は「医療・福祉業」、次いで「不動産、物品賃貸業」が高いことが分かります。 
  

                       【稼ぐ力・雇用力分析（産業大分類別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     資料：企画政策課作成  

 

ここで稼ぐ力の大きい「製造業」について、さらに中分類別に見ると、稼ぐ力、雇用力とも

に「生産用機械器具製造業」が特出して高く、次いで「輸送用機械器具製造業」、「パルプ・

紙・紙加工品製造業」、「電子部品・デバイス・電子回路製造業」が高いことが分かります。 
 

【稼ぐ力・雇用力分析（製造業中分類別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          資料：企画政策課作成  

※ここでは稼ぐ力（付加価値額）、雇用力（従業員数）ともに特化係数（域内のある産業の比率を全国の同産業の比率と 

比較したもの。１．０を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化している産業とされる）を用いて分析している。 

製造業 

パルプ・紙・紙加工品製造業 

輸送用機械器具製造業 

生産用機械器具製造業

建設業 

医療・福祉業 

不動産、物品賃貸業

電子部品・デバイス・電子回路製造業
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⑵ 製造品出荷額と年間商品販売額 

本市の製造業について、工業力の目安となる「製造品出荷額等」を見てみると、製造業全体

としては平成２１（２００９）～２４（２０１２）年まで大きな伸びを見せたものの、平成 

２５（２０１３）年には大きく落ち込みました。これは「生産用機械器具製造業」、「電気機

械器具製造業」、「輸送用機械器具製造業」の製造品出荷額等の落ち込みが主な要因となって

います。「パルプ・紙・紙加工品製造業」は横ばいの状況です。 

 

【製造品出荷額等】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               資料：工業統計調査  

       

次に本市の商業の実態を示すため「年間商品販売額」を見てみると、平成２４（２０１２）

～２６（２０１４）年にかけて大きく伸びており、その内訳は小売業が平成１９（２００７）

年以降、販売額が減少傾向にあるものの、卸売業が平成１９（２００７）～２６（２０１４）

年までに２倍以上の伸びを見せています。 

 

【年間商品販売額】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成２６年度版座間市統計要覧、経済センサス-活動調査、商業統計調査 
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６ 経済循環  
 

本市と近隣市の地域経済循環率 

⑴ 地域経済循環率と循環図 

■地域経済循環 

地域内企業の経済活動を通じて生産された付加価値は、労働者や企業の所得として分配され、

消費や投資として支出された後、再び地域内企業へと還流します。このような地域での生産・

分配・支出による経済活動の循環のことを「地域経済循環」と呼びます。 

 

○生産（付加価値額）とは 

地域の第１次産業、第２次産業、第３次産業において生産した商品やサービス等を販売して得

た金額から、原材料費や外注費といった中間投入額を差し引いた粗利益のことです。 

 

○分配（所得）とは 

雇用者に支払われた「雇用者所得」と、財産所得、企業所得、国から分配される交付税、社会

保障給付、補助金等、雇用者所得以外の「その他所得」で構成されます。生産によって稼いだ所

得の流出入状況を表す指標です。 

 

○支出とは 

住民（家計）の消費等を示す「民間消費額」、企業の設備投資や住民・企業の固定資産の取得

額等を示す「民間投資額」、行政サービスにかかるコスト等の政府支出、地域内産業の移輸出入

収支額等を示す「その他支出」で構成されます。地域内住民・企業等に分配された所得がどのよ

うに使われたかを表す指標です。 

 

■地域経済循環率 

地域内で生み出された所得がどの程度地域内に還流しているかを表す指標のことで、自治体

ごとの特徴を表すものです。 

  地域経済循環率は以下の式で算出されます。 

 

 

地域経済循環率(％) ＝ 生産（付加価値額） ÷ 分配（所得）×１００ 
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３ 結婚・出産・子育ての支援（駅を核とした子育て支援） 

 

 

・子育て世代が要望する子育て支援サービスとしては、「経済的支援」、「保育園数、保育環

境の充実」、「遊び場所や施設の充実」、「一時預かり・お迎えの支援の充実」についての

要望が多く挙げられました。 

・出生率が低下しています。地域によっては人口減少が著しい状況です。 

・家族だけでなく地域で子育てを支え、子供を産み育てたいと思える環境としていくことが重

要です。 

 

 

・地域や企業による子育て支援 

 

４ 危機管理体制の充実等による 

安心して暮らせるまちづくり 

 

 

・転入・転出者へのアンケート調査結果では、犯罪が少なく治安のよい安心なまちとしての評

価が高くなっています。自然環境への満足度も高い状況です。 

・健康づくりへの取組が盛んです。 

 

 

・安全、安心なまちづくりのための自然災害、様々な感染症への対策、大気汚染等への対応な

ど、突発的に発生する危険に対する総合的かつ効果的な対応 

・いつまでも元気に暮らし続けることができるまちづくり 
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 現状 

 課題 

 課題 
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くなるま

醸成と定

パクトなま
●公共交通

活かした観
●観光拠点

ョンの強化
●シティプ

●生涯学習

地域産業の

出と企業

総合支援体制

築及び雇用

労支援 

世代のすこ

の結婚・

体制の充実

●「駅近」
ーディネー

実 

心な地域づ

った地域

 ●介護・
織の充実強
 ●住民に

推進 

本施策とその

ちを目指

定住の促進

ちづくりの
通網の充実 

観光交流の促
点における環

 
プロモーショ

習の充実 

の活性化

業活動の支

制の充実 

サポート 

こやかな

出産・子

住み替え支
トの推進 

づくりを

域づくり・

・医療従事者
強化 
による防災の

第５章 施

の方向性を

指して 

進～ 

の推進 

促進 
環境整備の推

ョン戦略の拡

化を目指し

支援～ 

な育成を目

子育て～ 

支援の充実 
 

を目指して

地域間の

者への支援 

の担い手づく

施策の方向性

以下に示し

推進 

拡大 

して 

目指して

て 

の連携～

くり 

性 

し
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基本目標１ 

  ずっと住みたくなるまちを目指して  

      ～郷土愛の醸成と定住の促進～ 

湧水、自然、歴史、駅の多いまち（交通結節点が多いまち）といった本市の特性を

活かしながら、郷土愛を育み、ずっと住みたくなるまちを目指します。 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

重要業績評価指標（KPI）※ 基準数値 Ｈ３１目標数値 

公共交通機関が発達し、市内、市

外への移動が便利になってきてい

ると思う市民の割合（市民アンケー

ト） 

４１．４％ 
【Ｈ２６年５月現在】

５０．０％ 

市民アンケート調査では「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」と回答した市民の割合は 

４１．４％でした。この割合を平成３１年度までに５０．０％まで高めることを目標とします。 

市民の地域に対する愛着が深ま

り、連帯意識が強まってきている

と思う市民の割合（市民アンケート）

２３．０％ 
【Ｈ２６年５月現在】

２６．６％ 

市民アンケート調査では「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」と回答した市民の割合は 

２３．０％でした。この割合を平成３１年度までに２６．６％まで高めることを目標とします。 

自然、歴史、文化を身近に感じる

まちづくりが進められていると

思う市民の割合（市民アンケート） 

３０．８％ 
【Ｈ２６年５月現在】

５０．０％ 

市民アンケート調査では「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」と回答した市民の割合は 

３０．８％でした。この割合を平成３１年度までに５０．０％まで高めることを目標とします。 

ボランティア活動などを通じた

青少年の社会参加が増えてきて

いると思う市民の割合（市民アンケ

ート） 

１１．３％ 
【Ｈ２６年５月現在】

２６．０％ 

市民アンケート調査では「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」と回答した市民の割合は 

１１．３％でした。この割合を平成３１年度までに２６．０％まで高めることを目標とします。 

市ホームページの閲覧件数 
６９２，１５０件 
【Ｈ２６年度】 

８００，０００件

本市の持つ魅力を効果的に市内外へとＰＲし、シティプロモーションを推進することによって、本市

に関心を持つ人が増え、その結果本市を訪れる人の増加とともに定住の促進にもつながります。関心

を持つ人の増加によって、市ホームページの閲覧件数が増加するものと捉え、平成３１年度までに 

８００，０００件以上にすることを目標とします。 

※重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 Ｋｅｙ Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ Ｉｎｄｉｃａｔｏｒの略。政策分野ごとに講ずべき施策の基本

方向と具体的な施策を記載し、各施策の効果を客観的に検証できる指標のこと 

 

Ｚ 



第５章 施策の方向性 

16 

 

基本施策(1)駅を中心とするネットワーク型のコンパクトなまちづくりの推進 

 本市の特性の 1 つとして、首都圏方面につながる「鉄道駅が

多い」ことが挙げられます。仕事場や学校が市外にある居住者

も多く、交通結節機能が多いことは人を呼び込む強みになるこ

とから、今後は、駅周辺での居住機能、子育て機能、賑わい機

能を強化するとともに、駅と地域を結ぶネットワークの充実を図

ります。 

 

 

 

基本施策(2)ひまわりや湧水、自然、歴史、文化を活かした観光交流の促進 

 

 

 

 

 

 

 

高校生へのまちづくり及び進路に関する意向調査や転入・

転出者へのアンケート調査では、本市の魅力として自然の豊

かさや水、景観の良さが数多く挙げられました。 

本市は首都圏に近接しながらも、起伏に富んだ地形、湧水

など豊富な自然に恵まれ、また、鈴鹿・長宿地区のような歴史

的文化的景観のある街並みを有しています。これらを観光資

源として活用をしていくとともに、新しい視点・発想による地域

資源の掘り起こし、住民との協働によるおもてなし力を発揮し、

本市の魅力を軸とする交流を進めます。 

基本施策(3)市民との協働によるシティプロモーションの強化 

 

 

 

 

 

 

 

市マスコットキャラクター「ざまりん」の知名度は年々高まり、

「ざまりん」を介した市の知名度やイメージの向上、情報発信な

ど、その果たす役割は大きくなっています。また、「ひまわりま

つり」や「大凧まつり」など、季節のイベントも定着しており、さら

に発展するポテンシャルを秘めています。 

本市には良質な地下水が豊富にあり、市内の各所から湧き

出ています。夏は冷たく、冬は温かく感じる地下水は、昔から

市民の生活に潤いをもたらしてきました。 

これらの情報を市内外へと効果的にＰＲすることで本市の知

名度や魅力を高め、イメージアップを図りながら、住んで良かっ

た、またずっと住みたくなるまちづくりを進めていきます。 
 

基本施策(4)郷土愛を育む機会の充実 

 

 

 

 

 

 

 

本市では明治３３年に、「幼年会※」という取組が始まりました

が、この幼年会の活動は長い年月をかけて今に受け継がれ、

学びを通じながら、人材育成や地域活動、資金活動等の生き

る力を育む教育が進められています。また、本市では多数の市

民活動団体による学びの機会が多く、学校教育においても、

地域人材の活用や自然環境学習の取組が進められています。

学びを通じ、全ての市民が故郷に誇りと愛着を持ち、夢を育

む取組を進めていきます。 

  ※幼年会：鈴木利貞氏による夜のお話し会が自然と「幼年会」と呼ばれるようになった。 
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●駅周辺の機能強化 

●本市の拠点となる駅及び駅周辺の機能強化

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小田急相模原駅周辺】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【座間駅】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相武台前駅】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的施策】 

 小田急相模原駅及びその周辺の機能強化 

○居住機能の強化 

再開発事業等によるマンション整備 

○商店街の活性化 

停滞する商店街の活性化及び防災性能向上の

ための建替え促進の取組を推進 

○子育て機能の強化 

保育園、子育て支援センターの新設、歩きや

すい歩道整備 

 座間駅及びその周辺の機能強化 

○居住機能の強化 

団地リノベーションによるホシノタニ団地の

整備 

○子育て機能の強化 

団地内への子育て支援センターの新設 

○交流機能の強化 

カフェ、家庭菜園の新設 

 相武台前駅及びその周辺の機能強化 

○交通結節機能の強化 

南口の駅前広場整備 

○交流機能の強化 

生産緑地での公園整備 

 入谷駅及びその周辺の機能強化 

○交通結節機能の強化 

駅前広場、パーキング等の整備 

 さがみ野駅及びその周辺の機能強化 

○良好な地域環境の形成 

仲よし小道の整備、協働によるストリートガ

ーデンづくりの推進 

○交通結節機能の強化 

コミュニティバスの利便性向上 

 駅を中心としたにぎわいの創出 

○空き店舗の活用 

 

 

 

 

 

基本施策(1)駅を中心とするネットワーク型のコンパクトなまちづくりの推進 
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●公共交通網の充実 

●拠点と地域を結ぶネットワークを強化する

ため、公共交通網の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コミュニティバス】 

 

 

 

●おもてなし観光力の向上 

●全ての市民が本市をＰＲできるよう、市民

のおもてなし力の向上を図るとともに、魅力

的な景観づくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鈴鹿・長宿地区の街並み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【相模が丘仲よし小道】 

 

 

【具体的施策】 

 コミュニティバス等による輸送力の強化 

○現行バス路線の増便及びバス路線の新設等に

向けた事業者への要望によるバス輸送の充実 

○コミュニティバス運行路線（5 コース）の見直

し 

 公共交通の広域連携の推進 

○県央地区を中心とした、広域的な交通課題につ

いての協議及び改善 

 

 

 

 

 

 

 
 

【具体的施策】 

 市民のおもてなし人材育成 

○観光ボランティアの育成 

 地域を知り育てる取組 

○地区まちづくり推進 

○講座やセミナー等を通じた地域リーダーの 

育成 

○地域資源や魅力の発掘、情報収集 

 コミュニティ形成 

○市民活動サポートセンター運営 

○コミュニティセンター管理運営 

○協働推進 

 緑と花・水辺のおもてなし風景づくり 

○仲よし小道の整備 

○花とうるおいある緑地づくり 

○生活環境緑化の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策(2)ひまわりや湧水、自然、歴史、文化を活かした観光交流の促進 



 

●観光

●「ひ

鹿・長

ながる

の整備

します

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域

●ざま

品の開

を進め

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【市

 

 

 

 

 

 

基本施

光拠点にお

ひまわりまつ

長宿地区にお

る施設整備や

備、道路やサ

す。 

域ブランドの

まりんを介し

開発、アンテ

め、「座間ブ

市マスコット

施策(3)市

おける環境整

つり」や「大

おいて、滞留

や、会場への

サイン等の整

【大凧まつり

の創造 

した本市の魅

テナショップ

ブランド」の

キャラクター

民との協働

整備の推進

大凧まつり

留時間の延

のアクセス

整備・充実

】 

魅力のＰＲ

プ等での販

の確立を図り

「ざまりん」

働によるシ
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進 

」、鈴

長につ

交通網

を推進

や特産

売強化

ます。 

】 

【具

 

 

 
 

【具

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ティプロモ

具体的施策】

「ひまわり

創出 

○「ひまわ

○「大凧ま

○農業者の

○市内回遊

の連携な

歴史・文化

○鈴鹿・長

地域の

史の里

の整備

○「郷の道

観光イベン

○会場への

○会場周辺

具体的施策】

市マスコッ

市の魅力の

○市マスコ

市や市民

で市マス

用した市

「座間ブラ

○特産品等

市内で

として

○アンテナ

モーション

 

りまつり」、

わりまつり」の

まつり」の開催

の協力によるひ

遊につながる戦

など） 

化遺産の活用 

長宿地区街並み

貴重な湧水の

｣を実現する地

道」での道標設

ント会場へのア

のアクセス手段

辺への道路やサ

 

ットキャラクタ

のＰＲ 

コットキャラク

民団体等が実施

スコットキャラ

市の魅力のＰ

ランド」の確立

等の認定 

生産される商

認定、ＰＲ等

ナショップ等に

ンの強化 

「大凧まつり」

の開催 

催 

ひまわり植栽地

戦略の検討（地

み環境整備の推

歴史を活かし

地区施設（通路

設置の推進 

アクセス強化 

段の充実 

サイン等の整備

ター「ざまりん

クターの活用 

施する様々なイ

ラクター「ざま

Ｒ 

立 

品を市の特産

による販路拡

による販売強化

での賑わい

地の確保 

地元商店会と

推進 

し、｢湧水と歴

路・水路等）

備・充実 

ん」を介した

イベント等

まりん」を活

品・推奨品

大 

化 
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●シティプロモーション戦略の拡大 

●観光や地域資源のＰＲに加え、住みよいま

ち、子育てがしやすいまち等のまちづくりを

推進し、情報の発掘や収集、発信の強化を図

り、本市のイメージアップを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひまわりまつり】 

 

 

 

●未来を拓く多面的な教育の振興 

●市内の教育機関を核として、学校と地域が

連携・協働する取組や、地域資源を活かした

教育活動を進めることで、教育機関と地域と

が連携する体制を構築し、今後の地域を担う

人材の育成や地域に誇りを持つ教育を推進し

ます。 

●郷土の歴史や文化を学ぶ機会の充実を図り

ます。 

●おじいちゃん、おばあちゃん先生等による

心の育成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【レッツトライひまわり環境ＩＳＯの取組】 

 

 

【具体的施策】 

 情報発信の強化 

○市ホームページの充実 

○市政情報の提供 

○観光プロモーションツール（PR 動画、電子看

板）の活用 

○情報発信ツールの活用（ＳＮＳ、コンテンツの

充実） 

○地域情報の発掘、収集 

○（仮称）座間市シティプロモーション推進指針

の策定 

○地域間連携によるエリアプロモーション 

 の推進 

 

 

 

 

 

【具体的施策】 

 学校施設の整備 

○学校施設の改修、維持管理 

○学校施設の整備・運営 

 地域と学校の協働 

○総合学習の充実 

○環境学習の充実 

○多世代交流の充実 

○学校、家庭、地域による学校運営体制の充実 

 地域リーダーの育成 

○地域リーダー育成 

 教育に関する経済支援 

○私立幼稚園の就園支援 

○高校進学資金の貸付け支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策(4)郷土愛を育む機会の充実 
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●生涯学習の充実 

●豊かな人生を送るため、生涯にわたって学

ぶことのできる取組を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域づくり講座の様子】 

【具体的施策】 

 学習機会の充実 

○市公民館学級の開催・運営 

○各種講座開催 

○市民大学の運営 

○市民自主企画講座の開設 
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基本目標２ 

  あしたを創る地域産業の活性化を目指して 

      ～雇用の創出と企業活動の支援～ 

ものづくりの技術や商工業の特性を活かし、経営基盤強化や人材育成への支援、生

活支援の充実を図り、本市を支える経済基盤の拡大を図ります。 

 

【重要業績評価指標（ＫＰＩ）】 

重要業績評価指標（KPI） 基準数値 Ｈ３１目標数値 

製造品出荷額等 
２４９，８７８ 

百万円 
【Ｈ２６年度】 

２７１，６１５※
１

百万円 

この指標は製造品出荷額（出荷額及びその他収入＝冷蔵保管料、広告料など）に加工賃収入及び修理

料収入額を加えたもので、工業力の目安になることから、平成３１年度までに２７１，６１５百万円

以上にすることを目標とします。 

年間商品販売額 
１９８，８１７ 

百万円 
【Ｈ２３年度】 

２０８，７２５※
2

百万円 

市内の商業を活性化させるためには、市内での消費額を高める必要があることから、年間商品販売額

を平成３１年度までに２０８，７２５百万円以上にすることを目標とします。 

ロボット導入支援セミナーの 

参加者数（延べ人数） 
― ８０人 

少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少は、生産効率の低下及びその結果もたらされる付加価値額の減

少の一因になります。生産年齢人口の減少に対応するために毎年ロボット導入支援セミナーを実施

し、その参加者数を平成３１年度までに延べ８０人以上にすることを目標とします。 

事業承継セミナーの参加事業所

数（延べ事業所数） 
― １６０事業所 

事業承継問題はどの企業にも訪れる重要な経営課題の１つです。事業主が築き上げてきた企業の価値

を円滑に後継者へと引き継ぎ、さらなる発展へとつなげていくために、そのノウハウを学ぶためのセ

ミナーへの参加事業所数を平成３１年度までに１６０事業所にすることを目標とします。 

生きがいを感じている高齢者の

割合（市民アンケート） 
８１．５％ 

【Ｈ２６年１月現在】
８５．５％ 

市民アンケートの調査結果では、生きがいを感じている高齢者の割合は８１．５％でした。この割合

を平成３１年度までに８５．５％まで高めることを目標とします。 

※１平成２０（２００８）～２６（２０１４）年の実績値を基に、対数近似によって算出 

※２平成１８（２００６）～２３（２０１１）年の実績値を基に、経済動向や増税等の影響を勘案し算出 
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産業大分類別

の全てにおい

る産業となっ

ばいの状況で

商工会、産業

び生産性の向

でゆとりある生

ついても実施

また、生産年

援セミナーの

業を支援しま

本市の商工会

おり、企業の入

会員数は、１

まって事業を

そこで、時代

業承継や新た

また近年、新

せが増えてい

促進するため

報の提供、相

発掘・支援しま

きる仕組みの

本市では、２

落ち込む推計

経済を支えて

そこで、シニ

境の改善に向

して、１０歳代

後、就職や結

 

就職や結婚等

続けてもらえ

等を通じ、転

別にみると、

いて製造業が

ていますが、

です。 

業団体、金融

向上に関す

生活を営むこ
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年齢人口の減
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０４０年には

計となってお

ていく必要が
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第５章 施策の方向性 
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●産業、金融、行政が一体となった総合

支援体制の充実 

●地域資源を活用した事業化支援及び生産

性向上支援等を実施します。 

●本市への進出や本社機能の移転を希望す

る企業等に対する支援を強化します。 

●産業支援にかかる窓口の一元化（産業と

金融のマッチング）を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●事業承継・創業支援の強化 

●円滑な事業承継を支援するとともに、新

たな産業を育成するため、事業承継を契機

とした後継者による新たな事業展開を支援

します。 

●産業競争力強化法における創業支援事業

計画に基づいて個別に行われてきた総合支

援策について、機関や体制を超えて創業を

支援します。 

●市商工会等と連携し、新規創業者の育成

支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【産業フェア】 

 

 

 

【具体的施策】 

 事業拡大に向けた支援 

○中小企業の資金利子補助 

○企業投資の促進 

○設備機器の取得補助 

○展示会等への出展補助 

○受注拡大に向けた設備導入支援補助 

○ロボット関連産業への経済支援 

○ロボット導入支援セミナーの開催 

 勤労者の経済的負担支援 

○勤労者住宅資金利子の補助 

○生活資金等貸出金一般預託 

○勤労者生活資金貸付 

 商店街の支援 

○空き店舗の活用 

 

 

 

 

【具体的施策】 

 事業承継や創業等への支援 

○商工会等との連携による産業支援体制の強化 

○相談窓口の開設 

○事業承継・創業セミナー等の開催 

○創業者法人登録時の登録免許税等の補助 

○設備機器の取得補助 

○展示会等への出展補助 

○受注拡大に向けた設備導入支援補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策(1)基幹産業の支援 

基本施策(2)事業承継・創業の支援 
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●シニア世代の知識・経験の活用 

●いつまでも元気に生きがいのある人生を

送り続けられるよう、シニア世代が持つ知

識や経験を活かす取組を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【遊友クラブ（多世代間の交流）】 

 

●女性や若者、ＵＪＩターン者の就労支援 

●本市で生まれ育った子供たち、転入して

きた若者の力を活かしていくため、就労体

験の実施や広報活動等を実施します。 

●子育て等によって離職した女性の力を活

かしていくため、女性が活躍できる多様な

就労機会の創出や創業支援を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西中学校生の職場体験の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的施策】 

 シニア世代の知識・経験の活用 

○学校教育等におけるシニア世代の活用（ちょっ

ぴり先生等） 

○シルバー人材センターや関係機関による就労支

援の促進・人材登録制度の充実 

 支援拠点の運営 

○シルバー人材センターの運営 

○老人クラブ活動助成 

 

 

 

 

 

 

 

 

【具体的施策】 

 女性や若者への就労支援 

○相談窓口の開設 

○創業セミナー等の開催 

○市内中小企業とのマッチング（市内中小企業に

よる合同説明会の開催） 

○市内企業における学生のためのインターンシッ

プ制度への支援 

○女性や若者の就労支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策(3)生涯現役で社会貢献できる仕組みの構築及び雇用サポート 


